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配属先

畜産職の仕事

家畜の生産環境の整備、生産技術や経営・流通

の助言指導、品種改良等の試験研究等

本庁各課
地方機関
（家畜保健衛生所、畜産試験場、農業改良普及センターなど）



自己紹介
H25.3月 東北大学卒業

H26.4月～ 栗原農業改良普及センター 先進技術班
栗原地域の畜産振興に関すること

H28.6月～ 畜産課 草地飼料班
自給飼料の生産振興、流通飼料の安全確保に関することなど

R1.4月～ 東部家畜保健衛生所 指導班
和牛改良に係る指導巡回、人工授精師等の届出手続きなど

R4.4月～

R8.４月～

農業大学校 畜産学部
カリキュラムの策定・実行等教務に関すること

畜産課 企画管理班
県有牧場の管理、各種補助事業に関することなど

宮城県出身



なぜ公務員だった？

なんで宮城県庁を選んだ？

志望動機

大学で学んだことを活かして、地元の振興に携わりた

いと考えたから

農業の現場と密接にかかわることができるところに

惹かれたから



担当業務

担当した仕事

農業大学校 畜産学部
県農業大学校の運営にかかわる業務

を担当しました。

・教育計画の策定
・学生の生活指導



大変だったこと

◼ 初めて経験する業務

農業大学校では、これまで経験したことのない

業務が多かったので、感覚をつかむのが大変でした。

講義の経験も少なかったので、最初のうちはとにか

く目の前の一つ一つの業務に必死に取り組みました。



少しずつ関係が深まっていくこと

やりがい、心掛けていること

助け合える関係を作ること



8:30 出勤

1日のスケジュール

17:15 退勤

9:00   調査とりまとめ 12:00 昼休み

13:00
担当者会議出席

16:00
議事録作成



色々な仕事に挑戦する機会がある

畜産業の振興に直接関係する部署に配属される

機会が多いですが、地方振興部など新たな業務に

携わる機会もあります。

入庁前のイメージとギャップ



若手も多く、にぎやかで情報共有
しやすい雰囲気です。

職場の雰囲気



⚫ 例題・過去の出題傾向を活用

何度も繰り返し手元にある問題を解きました。

⚫ 畜産関係書籍を読み込む！

畜産ガイドブックなど、畜産に関して幅広く掲載さ

れている参考書を読み込みました。

⚫ 面接練習

大学の就職支援制度を活用し面接練習をしました。

私の公務員試験対策



みなさんへのメッセージ

様々な角度から県の畜産振興にかかわることがで

きる仕事です。

これまでの経験を活かして一緒に宮城の畜産を盛

り上げていきませんか？
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